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令和元年１１月伊勢原市教育委員会定例会議事録 

 

１ 開催日時 

  令和元年１１月２６日（火）午前９時３０分から９時４４分 

 

２ 開催場所 

  市役所 ３階 第２委員会室 

 

３ 教育長及び委員 

  教育長           鍛代 英雄 

  委 員（教育長職務代理者） 渡辺 正美 

  委 員           重田 恵美子 

  委 員           菅原 順子 

   

４ 説明のために出席した職員 

  教育部長          谷亀 博久 

  学校教育担当部長      石渡 誠一 

  参事（兼）教育総務課長   古清水 千多歌 

  参事（兼）歴史文化担当課長 立花 実 

  参事（兼）教育センター所長 橋口 龍郎 

  学校教育課長        守屋 康弘 

  教育指導課長        今井 仁吾 

  社会教育課長        小谷 裕二 

  図書館・子ども科学館長   倉橋 一夫 

     

５ 欠席 

  委 員           永井 武義 

 

６ 会議書記 

  教育総務課総務係長     大澤 貴之 

 

７ 傍聴人 

  なし 

 

８ 議事日程 

  日程第１ 前回議事録の承認 

  日程第２ 教育長報告 

   

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 
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午前９時３０分   開会 

 

○教育長【鍛代英雄】  定刻となりました。本日は永井委員が欠席ですが、定

足数に達しておりますので、ただいまから教育委員会議を開催いたします。 

  

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第１ 前回議事録の承認 

 

○教育長【鍛代英雄】  日程第１、「前回議事録の承認」について、お願いし

ます。 

○教育長及び全委員 承認 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第２ 教育長報告 

 

○教育長【鍛代英雄】  日程第２、教育長報告をいたします。本日は、「平成

３０年度神奈川県児童・生徒の問題行動等調査における伊勢原市の調査結果につ

いて」と、「平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の伊勢原市結

果の分析」についての２件でございます。この２点につきまして、学校教育担当

部長から報告をいたします。 

○学校教育担当部長【石渡誠一】  それでは、２点報告させていただきます。 

 まず、（１）平成３０年度神奈川県児童・生徒の問題行動等調査における伊勢

原市の調査結果についてでございます。資料１をごらんください。 

 この調査は、毎年度、文部科学省が全国の全小学校、中学校、高等学校等を対

象に、暴力行為、いじめ、不登校、自殺、出席停止の状況を調査・集計している

ものに、神奈川県が独自に調査項目を追加し、１０月１７日に神奈川県教育委員

会が公表し、翌日に新聞等でも報道されたものでございます。内容につきまして

は、以前説明させていただいておりますので、本日は割愛させていただきますが、

今後も各学校と連携を図り、問題行動等の未然防止、早期発見、早期対応等に努

めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、資料２でございます。（２）平成３１年度（令和元年度）全国学

力・学習状況調査の伊勢原市の調査結果についてでございます。 

 伊勢原市では、児童・生徒の学力や学習状況に関し、継続的な検証・改善サイ

クルの確立を目的として、小学校６年生及び中学校３年生を対象に、文部科学省

平成３１年度全国学力・学習状況調査を４月１８日に実施いたしました。内容に

つきましては、問題行動等調査同様、以前説明させていただいておりますので、

詳しい説明は割愛させていただきますが、１ページ目の教科に関する調査の結果

につきましては、小中学校ともに、国・県と比較してほぼ同程度の結果となって
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おります。 

 ２ページ以降には、結果の分析や活用について記載しておりますので、改めて

ご確認ください。調査結果及び分析につきましては、今後の学校での指導や、教

育委員会の研修会等で活用を図ってまいりたいと考えております。 

 ７ページに、例年、家庭にお願いしたいことを記載しております。こちらに関

しましては、各校に対し保護者会等でぜひ伝えていただくよう依頼しております。

また、今回の問題行動等調査、学力・学習状況調査の内容については、先日の市

校長会でも報告させていただき、各校において、学校だよりあるいは保護者会、

地域連絡会等での周知をお願いしております。 

 最後に、本日報告した２つの資料につきましては、今後速やかに伊勢原市のホ

ームページで公表する予定です。ご承知おきください。 

 ご報告は以上でございます。 

○教育長【鍛代英雄】  以上２件の報告でございます。ご質問やご意見等がご

ざいましたらお願いいたします。 

 菅原委員。 

○委員【菅原順子】  資料１の児童・生徒の問題行動等調査について質問があ

ります。 

 まず、６ページ中段の不登校児童生徒数の表の下の説明文では、「全体の４２.

６％を占める年間の欠席日数が３０日から８９日」となっていますが、上の表の

４３.５％とは違うのでしょうか。４３.５％が正しいのでしょうか。 

○教育指導課長【今井仁吾】  はい。４３.５％が正しいです。 

○委員【菅原順子】  次に、同じ６ページの不登校児童生徒数の推移の表の説

明欄の１行目に、「増加の１つの要因として」という箇所があります。５行後に

「安易に病気による欠席と考えず」とあります。９ページの病気の定義では、「病

気とは、本人の心身の故障によって長期欠席すること」とあります。つまり、以

前は病気と診断されれば不登校にはならないということだったのだけれど、「安

易に病気による欠席と考えず」に、心理的理由などによる不登校であるとカウン

トすることによって、人数が増加したという意味ですか。 

○教育指導課長【今井仁吾】  例えば入院ですとか、本当に診断がつくような

場合ももちろんあるとは思うのですが、例えば欠席の連絡の際に、腹痛であると

か頭痛であるとか、そういった申し出の中で、単純に病欠とカウントしていくの

ではなくて、それが続いている場合、今はもう、２日連続したような場合には、

必ず綿密に学校から家庭に連絡をとっていただくこととなっております。そうい

った観点も踏まえて、対応しているところでございます。 

○委員【菅原順子】  例えば、朝起きられないと起立性調節障害とか、不登校

になると適応障害とか、お医者さんにかかると診断名がついてしまいますよね。

そういう場合は病気として取り扱われて、不登校扱いにはならないのですか。 

○教育指導課長【今井仁吾】  ケース・バイ・ケースになると思うのですが、

そういった部分も、単純に病欠という形で片づけることはなくて、不登校支援の

ような形で対応をしていくと。それで学校として不登校支援ということで対応し
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ている部分は、不登校としている。個々のケースによって柔軟に対応していると

いうことです。 

○委員【菅原順子】  不登校に関しては、同じく９ページの下に、不登校に入

らない「その他」の箇所に、「保護者の教育に関する考え方、無理解・無関心、

家族の介護、家事手伝いなどの家庭の事情によって長期欠席する。」というのは

不登校には入らないということですね。でも、これはとても大きな問題ですよね。

保護者が朝起きられなくて遅刻や欠席が多いという例もかなりあるかと思うので

すが、それに対して先生方が本当に奮闘されていることは承知していますが、不

登校にカウントされないけれど家庭の事情によって欠席がちだというようなお子

さんについて、どの程度把握されているのか。実態とか数値について、今はなく

ても、いずれ教えていただきたいと思います。 

○教育指導課長【今井仁吾】  具体的な数値は今すぐには申し上げられません

が、当然、そういった案件も、学校から報告はあります。 

 学校だけで対応し切れないケースが多々ございますので、それは関係各課と連

携をとりながら、多方面で対応していくケースもございます。 

○委員【菅原順子】  次の質問にも関係するのですが、何年か前から、「不登

校を問題行動として捉えず」となりましたが、家庭の事情によって学校に来られ

ないということは、子ども自身の問題ではないにしても、大きな問題ですよね。

そこはしっかりと実態把握をして対処してくださっていると思いますけれども、

本当によろしくお願いします。 

 不登校を問題行動として捉えないということで、この調査のタイトルですが、

文科省では「問題行動・不登校等調査」に変わりましたよね。神奈川県は「問題

行動等調査」で、「等」の中に多分、不登校が入っていると思うのですが、やっ

ぱり問題行動等の中に不登校を入れてしまうと、不登校は問題行動ではないとい

う国の方針が生かされていないように思うのですが。 

 いろいろな資料を見ると、このタイトルについて、自治体によっては文科省ど

おり不登校という言葉が入っている場合もあるのですが、神奈川県には入ってい

ない。伊勢原市として独自に不登校という言葉を入れることができるのでしょう

か。あるいは、そのような必要はないと考えているのか。いかがでしょうか。 

○教育長【鍛代英雄】  件名などについては、従来から伊勢原市の場合は文部

科学省というよりは神奈川県の発表のタイミングを捉えて対応していますので、

県に準拠するということです。 

 ただ、ご指摘がありました、問題行動と不登校の区別といいますか、それは文

部科学省の整理と神奈川県の考え方みたいなものは、機会を捉えてまた県に確認

をさせていただければと思います。 

○教育長【鍛代英雄】  ありがとうございました。質問等を何件かいただきま

した。それでは、６ページの数字については、必要な訂正をした上で公表すると

いうことでお願いいたします。 

 ほかには何かございますか。よろしいでしょうか。それでは進ませていただき

ます。 
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  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

その他 

 

○教育長【鍛代英雄】  その他ということでございます。委員の皆様から何か

ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 事務局から何かありますか。 

 特にないということですので、最後に、来月の定例会の日程をお願いします。 

○教育総務課長【古清水千多歌】  教育委員会１２月定例会は、令和元年１２

月２４日、火曜日、午前９時３０分から、市役所３階第２委員会室の予定となっ

ております。 

 以上です。 

○教育長【鍛代英雄】  それでは、本日の教育委員会議はこれをもって閉会と

させていただきます。どうもありがとうございました。 

 

午前９時４４分   閉会 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

＜配布資料＞ 

□資料１ 平成３０年度神奈川県児童・生徒の問題行動等調査における伊勢原市 

の調査結果について 

□資料２ 平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の伊勢原市結果

の分析について 

 




































